
令和3年７月20日 坂東地域農業改良普及センター 発行
Tel   : 0297-34-2134  Fax ：0297-34-3291

令和3年度坂東地域アグリセミナーが開講！
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斑点米カメムシ類の発生に注意しましょう！

熱中症に注意しましょう！
今年の夏も高温になると予報されており、熱中症のリスクも高くなると予想されます。過去10年間

の農作業中の熱中症による死亡事故は、8割以上が7～8月に集中しています。また、近年は農作業中の

熱中症による死者数が増加しています。以下のことに注意して活動するよう心がけましょう。

・日中の高温になる時間帯の活動は控えましょう。

・単独ではなく複数人で活動するようにしましょう。万が一に備えて携帯電話を持ち歩きましょう。

・休憩、水分補給をこまめにとりましょう。休憩は涼しい場所で、水分はのどがかわく前に。

・屋外や他人と十分な距離が取れる場合は、マスクを外して活動しましょう。

また、農林水産省から出ている農業者向けスマホ用アプリ「ＭＡＦＦアプリ」に熱中症警戒アラート

の通知機能が追加されました。ぜひ活用してください。

坂東地域農業普及センターでは、就農して間もない農業者に対し、

知識・技術の習得や仲間づくり等を通して、地域の担い手として育

成するため、坂東地域アグリセミナーを開催しています。今年度の

開講式には、新規就農者や女性農業者等が参加しました。

開講式では、青年農業士2名を講師に招き、「就農時を振り返っ

て」をテーマに、どのように知識を習得してきたか、経営の概要な

どについて、講話・意見交換を行いました。また、ワークショップ

として、自身の栽培品目ごとの売上や経費を概算で整理できるか確

認したほか、農業所得を上げるためのグループ討議を行い、それぞ

れの経営の目標および課題を考える講座となりました。普及セン

ターでは引き続き、新規就農者の経営発展に向け、集合研修や個別

の課題解決活動等を通して支援していきます。

次回は7/30に病害虫防除に関する基礎講座を予定してますので、

ご関心ある方は普及センターまでお問合せください。

青年農業士による講話

グループ討議

斑点米カメムシ類による斑点米は、等級格下げの主要因となっています。特に、周辺ほ場と比べて、

出穂が早い、または遅いと、被害が集中する恐れがあるので、注意しましょう。

防除対策は以下の通りです。

➀畦畔除草

出穂直前の草刈りは、カメムシを水田に追い込むため、出穂14日前までに実施してください。

②薬剤防除の適期実施

1回目：成虫の飛来期（出穂期～穂揃い期） 2回目：幼虫の発生初期（出穂後7～10日後）
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８月 土壌診断実施日のお知らせ
８月４日（水）、２５日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早め

にお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

いばらき農業アカデミー受講者募集中！

夏本番を迎え、気温も高くなってきまし

た。記事でも書きましたが、熱中症には十

分に気を付けてください。また、屋外だけ

でなく、室内でもこまめに水分補給しま

しょう。私も大学時代に熱中症で倒れそう

になったので、気を付けてます。（畑木）

いばらき農業アカデミーでは、農業経営者から中核的な農業者、新規就農者等を対象と

して、農業経営や先進技術などに関するさまざまな講義を行っています。その中から人気

が高い講義を紹介します。下記以外にも多くの講義を計画しています。興味がある方は、

「いばらき農業アカデミー」公式HP（https://www.agriacademy.pref.ibaraki.jp/）を

ご覧ください。

・いばらき営農塾

内容
講義：各種栽培論、土壌肥料、農業簿記の基礎、マーケティング概論など
実習：作物栽培実習、パイプハウスの組み立て、農薬散布など

対象者 県内で新たに農業を始める方、始めた方の中で、農産物を販売し収入を得ようと考えている方

開催期間、
時間

9月29日～2月21日 合計30日間 （一部リモートで実施予定）
水曜日 18:30～21:00（講義） 土曜日 9:30～15:30（講義、実習）

場所 茨城県立農業大学校本校（〒311-3116 東茨城郡茨城町長岡4070－186）

定員 30名

受講料 17.400円 ※別途テキスト代等（8.000円程度）が必要になります。

申込締切 8月20日

申込方法
いばらき農業アカデミーHP、農業大学校HPから申込書をダウンロードし、普及センターまで提
出してください。

・農作業安全・大型特殊免許(農耕用)等取得研修

内容
講義：トラクターの構造と特徴、農作業事故の発生防止、トラクターの保守点検等
実技：トラクターの基本操作、トラクターの道路走行
免許試験：茨城県警察運転免許センター運転免許課による出張試験

対象者 県内在住で農業に従事され、運転免許証の住所も茨城県内にある方

開催期間、
回数、時間

10月～12月で13回(各回連続4日間の講座日程)
1日目 10:00～16:00、2日目・3日目 8:45～16:00、4日目 8:30～17:00

場所 茨城県立農業大学校本校（〒311-3116 東茨城郡茨城町長岡4070－186）

定員 各回25名（大特免許(農耕用)20名程度、けん引免許(農耕用)5名程度、超過の場合は抽選）

受講料 7,050円 ※別途、テキスト代、傷害保険料が必要となります。

申込締切 8月20日

申込方法
いばらき農業アカデミーHP、農業大学校HPから申込書をダウンロードし、「茨城県立農業大
学校庶務部研修科」宛てに郵送、またはFAX（029-292-0903）で申し込んでください。

備考
・大型特殊免許(農耕用)取得研修は、普通自動車免許(AT限定も可)の取得者であること。
・けん引免許(農耕用)取得研修は、大型特殊免許(農耕用限定も可)の取得であること。
(カタピラ限定の大型特殊免許を所持の方は、研修を受講できません。)

https://www.agriacademy.pref.ibaraki.jp/

